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石川自治センタ－ 

だより 

　

健
康
増
進
事
業
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
㏌
石
川
月

例
会
は
、

日(

土)

時
か

16

10

ら
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
周
辺

か
ら
千
子
沢
ダ
ム
母
畑
湖
周

辺(

約
４
キ
ロ
コ
ー
ス)

を
皆

川
講
師
を
招
き

名
が
参
加

15

し
て
行
わ
れ
た
。
コ
ー
ス
途

中
で
は
、
県
ダ
ム
課
渡
邉
課

石川地区自治協議会設立

合
間
に
こ
れ
ま
で
の
石
川
自
治

セ
ン
タ
ー
事
業(

朝
市
・
生
涯
学

習
活
動
他)

を
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

で
振
り
返
っ
た
。
自
治
協
議
会

設
立
に
は
、
長
い
時
間
と
多
く

の
方
々
の
ご
尽
力
が
あ
り
設
立

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

日
猫
啼
井
筒
屋
に
お
い

20
て
、
石
川
地
区
自
治
協
議
会
設

立
総
会
が
鈴
木
京
子
委
員
進
行

で
行
わ
れ
た
。
設
立
準
備
委
員

会
松
山
秀
隆
委
員
長
他
・
行
政

区
長
・
４
部
会
長
他

名
が
出

15

席
、
松
山
委
員
長
主
催
者
代
表

挨
拶
で
は
、
会
議
を
重
ね
設
立

出
来
る
事
に
、
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
た
。
来
賓
祝
辞
は
、
塩
田

町
長
、
県
中
振
興
局
長
小
貫

薫
、
石
川
町
議
会
近
内
議
長
が

述
べ
た
。
議
事
は
、
議
長
に
荒

川
昭
男
北
町
区
長
を
選
出
、
議

案
第
１
号
組
織
、
規
約(

案
）
第

２
号
役
員
の
選
任(

案)

。
第
３

号
令
和
６
年
度
事
業
計
画
・
及

び
収
支
予
算(

案)

。
企
画
商
工

課
緑
川
係
長
が
説
明
し
た
。
議

案
は
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

た
。
役
員
挨
拶
は
、
矢
内
陽
介

会
長
が
代
表
し
て
、
「
石
川
地
区

の
為
に
頑
張
り
ま
す
。
」
と
決
意

を
述
べ
た
。
副
会
長
に
は
。
松

山
秀
隆
・
柳
沼
茂
男
。
監
事
伊

藤
次
男
・
酒
井
正
喜
が
就
任
と

な
っ
た
。
尚
、
各
部
会
長
は
次

の
通
リ
。
ま
ち
づ
く
り
部
会
長

荒
川
光
美
。
福
祉
部
会
長
小
豆

畑
幸
司
。
地
域
安
全
部
会
長
金

内
奈
緒
子
。
生
涯
学
習
部
会
長

竹
島
君
が
就
任
し
た
。 

　

総
会
終
了
後
、
祝
賀
会
が
行

わ
れ

名
が
出
席
し
た
。
会
の

34
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年頭の挨拶　石川自治センター長　矢内陽介 

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
と
っ
て
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
皆
様
に
一
言
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
皆
様
の
ご
協
力
で

念
願
の
石
川
地
区
自
治
協
議
会
が
設
立
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
は
自
治
協
議
会
を
よ
り
良
い
組

織
と
し
て
活
動
し
皆
様
に
少
し
で
も
役
に
立
つ

よ
う
に　

又
、
住
み
よ
い
町
に
な
る
よ
う
に
努

力
し
て
ゆ
き
ま
す
の
で
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
又
、
昨
年
は
コ

ロ
ナ
も
５
類
に
移
行
し
て
石
川
自
治
セ
ン
タ
ー

の
活
動
も
徐
々
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
毎
週

土
曜
日
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
朝
市
も
天
候
に

恵
ま
れ
人
の
出
も
増
え
つ
つ
あ
り
新
鮮
な
野
菜

等
を
求
め
て
朝
早
く
か
ら
大
勢
の
人
が
つ
め
か

け
て
買
い
物
を
し
て
い
ま
し
た
。
物
に
よ
っ
て

は
早
く
無
く
な
り
迷
惑
を
お
か
け
し
た
日
も
あ

り
大
盛
況
で
し
た
。
そ
の
他
の
活
動
も
工
房
つ

く
っ
ぺ
教
室
活
動
、
レ
デ
ィ
ー
ス
活
動
、
寿
大

学
活
動
、
ノ
ル
デ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
い
ろ

ん
な
活
動
が
本
来
の
姿
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
下
で
中
止
と
な
っ
て
い
た
敬
老
会

が
昨
年
は
実
施
さ
れ
式
場
が
初
め
て
八
幡
屋
さ

ん
で
行
い
出
席
者
に
は
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

今
年
は
多
く
の
人
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

終
わ
り
に
皆
様
方
の
今
年
１
年
の
ご
多
幸
と

ご
活
躍
を
ご
祈
念
致
し
ま
す
。
自
治
セ
ン
タ
ー

は
皆
様
の
活
動
し
や
す
い
場
と
し
て
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
緑
川
事
務
長

共
々
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具 

長
よ
り
現
在
の

状
況
他
説
明
を

受
け
、
Ｒ
６
年

４
月
か
ら
は
、

ダ
ム
湖
１
周
コ

ー
ス
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
も
出
来

る
。
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
１
・
２
月

は
休
み
で
す
。



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月度行事予定＊諸般の事情により日時等変更になる場合もあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 日 曜 行　事　予　定 備　考

 ４ 木 自治センター仕事始め 自治センター

 16 火 石川寿大学学習会 9：30 自治センター

 
18 木

新田寿健康大学 9：30～ 

レディース猫啼閉講式 7：00～

新田ふれあいセンター 

西田屋（猫啼）

 20 水 学石ものづくり講座 16：00～ 自治センター

 23 水 レディース外槇閉講式 7：00～～ 王子平集会所

生涯学習活動（レディース・寿大学・ものづくり）

石
川
寿
大
学
（
鈴
木
芳
幸
委
員

長
）
は
、

日

月
学
習
会
を
北

19

12

町
む
つ
み
会
館
で
行
っ
た
。
学
級
生

名(

男
性

名
・
女
性

名)

が

43

27

21

参
加
し
た
。
第
１
部
で
は
、
防
災
講

話
「
火
災
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
行

動
に
つ
い
て
」
石
川
消
防
署
澤
村
さ

ん(

写
真
上)

か
ら
住
宅
火
災
の
現

状
。
年
間
約
千
人
の
死
亡
、

分
15

に
１
件
発
生
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死

者
が
多
い
こ
と
。
住
宅
火
災
で
の
死

者
を
減
ら
す
為
に
も
、
住
宅
火
災
警

報
器
の
設
置
・
設
置
場
所
及
び
点
検

他
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

第
２
部
で
は
、
石
川
寿
大
学
で
は
初

の
「
新
そ
ば
ま
つ
り
」
を
行
っ
た
。
打

ち
た
て
・
茹
で
た
て
の
美
味
し
い
そ
ば

を
頂
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
笑
顔
で
御
馳

走
様
で
し
た
。　
　

写
真
上

「
冬
の
過
ご
し
方
～
冬
に
気
を
付
け
た

い
体
の
話
と
体
の
整
え
方
」
に
つ
い

て
、
冬
に
起
こ
る
ト
ラ
ブ
ル
・
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
、
間
接
痛
、
隠
れ
脱
水
他
。

感
染
症
対
策
に
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
十

分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
。

日
向
ぼ
っ
こ
、
室
温
と
湿
度
に
気
を
つ

け
る
。
講
話
の
後
は
、
柳
沼
先
生
と
一

緒
に
体
を
動
か
し
た(

写
真
右)

。
先
生

か
ら
は
、
運
動
を
続
け
る
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
一
度
に
無
理
し
て
頑
張
ら
な
い
。

呼
吸
を
止
め
な
い(

数
を
数
え
る)

。
す

ぐ
に
効
果
が
表
れ
な
く
て
も
、
長
く
続

け
る
事
他
。
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。

　

レ
デ
ィ
ー
ス
外
槇
（
水
野

昭
子
委
員
長
）
は
、
３
日
二

本
松
市
方
面
へ
も
の
づ
く
り

体
験
移
動
研
修
を
学
級
生

名
が
参
加
し
て
行
っ

12た
。
体
験
は
、
手
漉
き
体
験

を
二
本
松
和
紙
伝
承
館
で
行

っ
た
。
文
化
祭
作
品
ラ
ン
プ

シ
エ
ー
ド
和
紙
の
張
替
え
時

期
が
来
た
為
手
漉
き
和
紙
体

験
を
葉
書
・
色
紙
サ
イ
ズ
で

行
っ
た
。

レ
デ
ィ
ー
ス
猫
啼(

小
豆
畑

ケ
イ
子)
委
員
長)

は
、
９
日
中

田
「
ひ
と
く
ら
す
」
で

月
12

学
習
会
「
お
茶
の
作
法
を
学
ぶ

会
」
を

名
の
学
級
生
が
参

11

加
し
て
行
わ
れ
た
。
茶
室
に

て
、
三
森
美
奈
子
先
生
に
作
法

を
学
び
お
茶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
菓
子
は
ク
リ
ス
マ
ス
バ
ー

ジ
ョ
ン
の
練
り
切
り
で
し
た
。

　

新
田
寿
健
康
大

学(

小
豆
畑
幸
司

委
員
長)

は
、
21

日
新
田
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で

12

月
学
習
会
を

16

名
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
。
理
学
療

法
士
柳
沼
紗
苗
先

生
を
講
師
に
招
き

　

レ
デ
ィ
ー
ス
き
た
す
（
竹

島
君
委
員
長
）
は
、

日
自

14

治
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
８

名
が
参
加
し
て
令
和
５
年
度

閉
講
式
を
行
い
、
５
年
度
事

業
は
、
健
康
増
進
「
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
」
や
文
化
祭
作
品

制
作
移
動
研
修
含
め
６
回
行

っ
た
。
参
加
者
減
少
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
６
年
度
事

業
計
画
は
、
５
月
開
講
式
を

行
い
７
回
の
事
業
計
画
。

レ
デ
ィ
ー
ス
新
田
（
本
間
浩
子
委

員
長
）
は
、

日
新
田
ふ
れ
あ
い

14

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度

閉
講
式
を
行
っ
た
。
５
年
度
は
、
４

月
に
開
講
式
を
行
い
、
体
験
移
動
研

修
、
健
康
増
進
「
ヨ
ガ
教
室
」
他
計

７
回
の
事
業
を
行
っ
た
。
９
月
に
は

新
入
生
が
誕
生
し
、
積
極
的
に
活
動

が
行
わ
れ
た
。 

日
自
治
セ
ン
タ
ー
で

13
「
自
然
素
材
を
活
か
し
た
も

の
づ
く
り
講
座
」
が
行
わ
れ

た
。
９
月
か
ら
ス
ト
ラ
ッ

プ
、
コ
イ
ン
ケ
ー
ス
製
作
と

進
み
、

月
か
ら
は
ペ
ン
立

12

て
＆
花
瓶
ケ
ー
ス
に
取
り
組

む
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用

し
て
、
経
験
者
で
も
難
し
い

と
さ
れ
る
「
乱
れ
編
み
」
で

製
作
し
ま
す
。

歳末助け合いへ。矢内

センター長が矢内事務

長へ届けました。

三森先生から鈴木幸子さんが代表

してお点前いただきました 

　

ま
ち
な
か
朝
市
会
（
山
田
達
也
会
長
）

は
、
朝
市
最
終
日
イ
ベ
ン
ト
「
振
舞
も

ち
」
お
客
様
か
ら
の
募
金
６
８
１
０
円
を

日
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。(

写
真
下)

14


